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座長　鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　小児歯科学分野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　山崎　要一

1．今日の乳歯歯内療法の限界と可能性一FC－CV法からの展開一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河田小児歯科医院（岡山市）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院長　河田　安史
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　子供は成長しっつ生きている存在故、組織や細胞のvitalityは非常に逞しく、生体の生理的のみな

らず病理的側面においてもそれが反映されることになります。乳歯が環境からなんらかの侵襲を被る

と、生体の応答と係りつつ、病巣は瞬く間に拡大し固有組織を破壊してゆきます。特に歯根や歯槽骨

の病的吸収はdrasticで、急速に進行して拡大を続けるため、確実に患歯の早期喪失に至ります。一

方乳歯にh、成長に向け、歯根が安定期を経た後生理的に吸収されるというdynamicな特有の性質が

内在しているので、歯根内外での異常は時系列の中で一一層複雑化します。乳歯の歯内療法を難しくし

ている所以は、それらが制御不能の次元にあるからではにいでしょうか。

　それ故今日尚、乳歯の根尖病巣や歯根の外部および内部吸収がsevereになると、歯内療法の適応症

から外されています。また小児歯科学の誕生以来、確固たる乳歯の感染根管治療法も未だ定まらず百

家争鳴の感がします。

　曾て演者は、抜歯とされた乳歯内部吸収性歯周炎に対して、病的吸収巣を硬組織再生の場に変え硬

組織性廠痕治癒に導く歯内療法（FC－CV法）を創出しました。1）更にその

evidenceに基づいて感染根管治療を行うことにより、前述の保存困難な乳歯根尖性歯周炎においても、

同様の硬組織性廠痕治癒と長期に安定した予後を得ることが出来ました。2）

乳歯歯内療法の既述の状況からの突破Uとして、今回これらの症例を姐上に上してみたいと思います。
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